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去る、令和６年６月１日(土)、宮城県内で農業を職業・仕事として興味を持っている方々を
対象に、角田市を会場とした、出張就農相談会と現地見学会を同時開催しました。現場に出
向いて行う相談会は、初の取り組みとして、 (公社)角田市農業振興公社・㈱まちづくり角田
ほか6団体が連携し、対応しました。

今回は、市内外から訪れた20～60代の就農希望者12名の方に参加いただきました。
相談会では個別による聞き取りを行い、就農までのステップのほか、就農に関する支援
策や移住に必要な手続き等について、情報提供を行いました。

イベント終了後の参加者アンケートでは、『今後の具体的な方向性を決めていくための
第一歩として助けになるアドバイスを頂いた』『若い方々が実践的な話をして頂いてとて
も参考になった』等の感想をいただきました。
次回以降の開催についても、参加者・関係機関等からのご意見・ご要望を踏まえ、より
よいイベントとなるよう努めて参ります。引き続き、当公社及び関係機関の連携のもと、
定期的に就農相談会を実施する等、新規就農者の県内定着に向けて活動を展開していきま
す。

現地見学会では、角田市内の農業法人 ㈱舘島田ファームDeroの大泉 太貴彦専務と果
樹農家吉川一利氏を訪問しました。お二人からは、就農までの経緯、就農にあたって農
地選定のポイントや収益向上のための工夫等、実際の体験談をもとにご説明いただき、
参加者の皆さんは熱心に耳を傾けていました。


